
中
国
の
大
航
海
時
代
を
象
徴
す
る
出
来
事
は
、
一
五
世
紀
の
初
め
に
明
の
永

楽
帝
に
よ
っ
て
南
海
（
南
シ
ナ
海
）
か
ら
イ
ン
ド
洋
海
域
諸
国
や
ア
フ
リ
カ
東

(
1
)
 

岸
諸
国
に
ま
で
も
派
遣
さ
れ
た
と
さ
れ
る
鄭
和
の
遠
征
隊
を
第
一
に
あ
げ
な
け

ら
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
研
究
は
最
近
も
行
わ
れ
て
い

る
。
と
り
わ
け
中
国
で
は
専
門
の
南
京
鄭
和
研
究
会
が
あ
り
、
専
門
研
究
雑
誌

『
鄭
和
研
究
』
が
発
刊
さ
れ
、
さ
ら
に
論
文
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の

も
の
で
は
同
会
編
の
『
走
向
海
洋
的
中
国
人
ー
鄭
和
下
西
洋
五
九

0
周
年
国
際

学
術
研
討
会
論
文
集
』
（
北
京
・
海
潮
出
版
社
、
一
九
九
六
年
四
月
）
が
刊
行

さ
れ
、
鄭
和
の
大
遠
征
と
現
代
化
問
題
か
ら
、
貿
易
、
文
化
交
流
、
海
上
覇
権

問
題
、
航
海
術
、
兵
器
等
の
様
々
な
論
考
が
一
―

1
0編
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

古
く
て
新
し
い
研
究
題
目
の
―
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
未
解

決
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
の
一
と
し
て
、
鄭
和
の
大
遠
征
に

参
加
し
た
武
官
の
記
録
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

緒

鄭
和

言

「
下
西
洋
」

の
随
行
員
の
事
跡

五

鄭
和
の
南
海
遠
征
と
随
行
員

鄭
和
の
遠
征
隊
の
規
模
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
簡
単
に
『
明
史
』
の

鄭
和
伝
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
朋
史
』
巻
一
―

10四
、
宦
官
一
、
鄭
和
の
伝

こ
ま
、

t
,
＂`
 

永
楽
一
ー
一
年
六
月
命
〔
鄭
〕
和
及
其
膳
王
景
弘
等
通
使
西
洋
。
将
士
卒
二
万

七
千
八
百
余
人
、
多
齋
金
。
造
大
舶
、
修
四
十
四
丈
、
広
十
八
丈
者
六
十

(
2
)
 

ニ。

と
あ
る
よ
う
に
、
永
楽
三
年
(
-
四

0
五
）
六
月
に
永
楽
帝
に
よ
っ
て
西
洋
に

派
遣
さ
れ
た
鄭
和
は
王
景
弘
等
を
伴
い
士
卒
二
万
七
千
八
百
余
人
を
率
い
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
『
明
太
宗
実
録
』
巻
四
一
―
-
、
永
楽
三
年
六
月
己
卯
（
十
五
日
）

の
条
に
は
、

遣
中
官
鄭
和
等
齋
勅
往
諭
西
洋
諸
国
、
井
賜
諸
国
王
金
織
文
綺
採
絹
、
各

(
3
)
 

有
差
。

と
あ
る
の
み
で
、
鄭
和
に
随
行
し
た
人
員
の
概
略
等
の
詳
細
も
不
明
で
あ
る
。

松

浦

章



官
校
、
旗
軍
、
火
長
、
舵
エ
、
班
碇
手
、
通
事
、
絣
事
、
書
算
手
、
医
士
、

鉄
錨
、
木
鯰
、
搭
材
等
匠
、
水
手
、
民
梢
人
等
共
二
万
七
千
五
百
五
十
員

名。宜
徳
五
年
閏
十
二
月
六
日
龍
湾
開
船
、
十
日
到
徐
山
打
園
。

1

一
十
日
、
出

附
子
門
、
二
十
一
日
到
劉
家
港
。
六
年
二
月
十
六
日
到
長
楽
港
。
十
一
月

十
二
日
到
福
斗
山
。
十
二
月
九
日
、
出
五
虎
門
、
行
十
六
日
。
二
十
四
日

到
占
城
。
七
年
正
月
十
一
日
開
船
、
行
二
十
五
日
。
二
月
六
日
到
爪
畦
、

斯
魯
馬
益
。
六
月
十
六
日
開
船
、
行
十
一
日
。
二
十
七
日
到
旧
港
。
七
月

一
日
開
船
、
行
七
日
。
八
日
到
満
刺
加
。
八
月
八
日
開
船
、
行
十
日
。
十

八
日
到
蘇
門
答
刺
。
十
月
十
日
開
船
、
行
三
十
六
日
。
十
一
月
六
日
到
錫

蘭
山
、
別
羅
里
。
十
日
開
船
、
行
九
日
。
十
八
日
到
古
里
国
。
二
十
二
日

里
程

題
本
、
文
多
不
録
。

人
数

『
明
史
』
に
見
る
二
万
七
千
八
百
余
名
が
そ
の
規
模
を
知
る
有
力
な
証
拠
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
永
楽
帝
に
続
い
て
鄭
和
を
派
遣
し
た
宜
徳
帝
の
時
代
の

記
録
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
宣
徳
年
間
の
鄭
和
派
遣
に
関
す
る
題
本
か
ら
抄
録

し
た
と
見
ら
れ
る
『
紀
録
彙
編
』
巻
二
百
二
、
祝
允
明
の
「
前
聞
記
」
に
収
め

ら
れ
た
「
下
西
洋
」
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

下
西
洋

永
楽
中
、
遣
官
軍
下
西
洋
者
膜
、
当
時
使
人
有
著
滅
涯
一
覧
、
星
槌
勝
覧

二
書
以
記
異
間
突
。
今
得
宜
徳
中
一
事
、
漫
記
其
概
゜

開
船
、
行
三
十
五
日
。
十
二
月
二
十
六
日
到
魯
乙
忽
莫
斯
。
八
年
二
月
十

八
日
開
船
回
洋
、
行
二
十
三
日
。
―
―
一
月
十
一
日
到
古
里
。
二
十
日
大
綜
船

回
洋
、
行
十
七
日
。
四
月
六
日
到
蘇
門
答
刺
。
十
二
日
開
船
、
行
九
日
。

二
十
日
到
満
刺
加
。
五
月
十
日
回
到
毘
裔
洋
。
二
十
三
日
到
赤
攻
。
二
十

六
日
到
占
城
。
六
月
一
日
開
船
、
行
二
日
。
三
日
到
外
羅
山
。
九
日
、
見

南
澳
山
。
十
日
晩
、
望
見
望
郎
回
山
。
六
月
十
四
日
到
暗
頭
洋
。
十
五
日

到
碗
礫
嶼
。
二
十
日
過
大
小
赤
。
二
十
一
日
進
太
倉
。
後
程
不
録
。
七
月

六
日
到
京
。
十
一
日
、
関
賜
奨
衣
宝
紗
゜

こ
れ
は
、
本
来
お
そ
ら
く
鄭
和
が
帰
国
し
て
宣
徳
帝
に
報
告
し
た
題
本
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
か
ら
一
部
を
抽
出
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
他
に
鄭
和
の
「
下
西
洋
」
に
関
す
る
記
録
が
あ
り
年
月
を

記
し
た
航
海
記
録
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
記
録
の
よ
う
に
具
体
的
な
年
月

日
ま
で
記
し
た
も
の
は
極
め
て
少
な
く
詳
細
は
こ
の
記
録
よ
り
劣
る
も
の
が
大

部
分
で
あ
る
。

ま
た
崇
禎

1

一
年
(
-
六
二
九
）
重
刻
本
、
嘉
靖
『
太
倉
州
志
』

明
代
方
志
選
刊
続
編
二

0
)
巻
十
、
雑
志
に
は
、

船
名

(
4
)
 

大
八
櫓
、
二
八
櫓
之
類
。

（
天
一
閣
蔵

太
宗
文
皇
帝
（
永
楽
帝
）
命
太
監
鄭
和
等
、
統
領
官
兵
二
万
七
千
名
有
奇
、

船
号

如
清
和
、
恵
康
、
長
寧
、
安
済
、
清
遠
之
類
、
又
有
数
序
―
二
等
号
。

＇ ノ‘



駕
海
船
二
百
八
艘
、
賞
賜
東
南
諸
蕃
、
以
通
西
洋
゜

と
あ
り
、
「
通
蕃
事
蹟
石
刻
」
に
は
、

通
蕃
事
蹟
石
刻
在
劉
家
港
天
妃
宮
壁
間
、
明
宜
徳
六
年
歳
次
辛
亥
春
朔
、

正
使
鄭
和
、
王
景
弘
、
副
使
太
監
朱
良
、
周
福
、
洪
保
、
楊
真
、
左
少
監

張
達
、
呉
忠
、
都
指
揮
朱
弥
、
王
衡
等
、
立
辞
日
、
勅
封
護
国
庇
民
妙
霊

昭
霊
応
弘
仁
普
済
天
妃
之
神
威
霊
、
布
於
距
海
、
功
徳
著
於
太
常
尚
突
。

〔
鄭
〕
和
等
自
永
楽
初
、
奉
使
諸
番
、
今
経
七
次
、
毎
統
領
官
兵
数
万
人
、

毎
船
百
余
艘
、
自
太
倉
開
洋
、
由
占
城
国
・
逼
羅
国
、
爪
畦
国
、
祠
枝
国
、

古
里
国
、
抵
子
西
域
忽
魯
膜
斯
等
―
―
一
千
余
国
、
渉
愴
漠
十
万
余
里
。

こ
の
文
は
、
『
呉
都
文
粋
続
集
』
（
四
庫
全
書
所
収
）
巻
二
八
、

「
婁
東
劉
家
港
天
妃
石
刻
通
番
事
蹟
記
」
に
も
見
え
る
が
、
同
書
に
は
一
部
節

略
が
あ
る
。

「
通
蕃
事
蹟
石
刻
」
に
も
「
毎
統
領
官
兵
数
万
人
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

嘉
靖
『
太
倉
州
志
』
に
も
記
す
二
万
七
千
余
も
の
人
々
を
擁
し
て
遠
征
し
た
こ

と
は
歴
然
の
事
実
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
派
遣
に
随
行
し
た
二
万
七
千
も
の

人
々
の
事
跡
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
少
数
の
人
物
を
除
い
て
不
明
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
福
建
師
範
大
学
の
徐
恭
生
教
授
が
『
鄭
和
研
究
』
に
寄
稿
さ
れ

た
「
鄭
和
下
西
洋
興
『
衛
所
武
職
選
簿
』
」
（
『
鄭
和
研
究
』
一
九
九
五
年
第
一

期
、
総
第
二
四
期
）
に
、
従
来
看
過
さ
れ
て
い
た
鄭
和
の
「
下
西
洋
」
に
従
事

し
た
多
く
の
人
々
の
事
跡
を
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
徐
教
授
は
『
衛
所
武
職

選
簿
』
と
い
う
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
の
資
料
は
北
京
・
故

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

宮
西
華
門
内
に
あ
る
中
国
第
一
歴
史
檻
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
に
は

七

武
職
選
簿
の
中
に
〈
鄭
和
下
西
洋
〉
に
関
す
る
多
く
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い

と
あ
る
。

一
千
万
件
と
言
わ
れ
る
清
代
橘
案
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
膨
大
な
清
代
の
檻

案
の
数
量
に
は
劣
る
も
の
の
明
代
の
植
案
も
約
三
千
数
百
件
所
蔵
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
包

そ
の
明
代
の
檻
案
の
中
に
兵
制
に
関
す
る
重
要
な
史
料
と
し
て
「
武
職
選

簿
」
が
あ
る
。
一
九
三
五
年
の
夏
に
故
宮
で
、
そ
の
選
簿
に
注
視
さ
れ
た
日
本

人
が
い
た
。
そ
れ
は
牧
野
巽
氏
で
あ
る
。
牧
野
氏
は
「
此
の
選
簿
は
、
昭
和
十

年
夏
、
北
京
の
故
宮
を
訪
れ
た
時
、
そ
こ
に
う
ず
高
く
つ
ま
れ
て
い
た
同
種
の

選
簿
中
か
ら
、
い
わ
ば
ア
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
取
り
出
し
て
、
謄
写
を
依
頼
し
た

(
6
)
 

も
の
で
あ
っ
た
。
」
と
発
見
の
い
き
さ
つ
を
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
牧
野

氏
の
指
示
に
よ
っ
て
十
数
冊
の
写
し
が
作
ら
れ
、
現
在
そ
の
写
し
は
東
洋
文
庫

に
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
牧
野
氏
の
見
ら
れ
た
こ
の
選
簿
は
整
理
さ
れ
現
在
中
国
第
一
歴
史

(
7
)
 

樵
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

台
湾
の
台
北
に
あ
る
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
の
明
清
橘
案
室
の
整
理

中
の
橘
案
か
ら
最
近
、
武
衛
選
簿
が
発
見
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年
九
月
に
整
理

中
の
選
簿
の
一
部
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
が
北
京
の
中
国
第
一
歴
史
檻
案
館
の

も
の
と
同
じ
形
式
で
で
あ
り
、
見
つ
か
っ
た
の
は
「
銅
鼓
衛
選
簿
」
の
完
本
と
、

「
南
京
龍
江
衛
選
簿
」
、
「
大
河
衛
選
簿
」
そ
れ
ぞ
れ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る

残
本
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
選
簿
を
使
用
し
た
研
究
は
多
く
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は

(

8

)

 

東
洋
文
庫
所
蔵
の
選
簿
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。



る
こ
と
を
教
示
さ
れ
た
の
は
徐
恭
生
教
授
で
あ
る
。

中
国
第
一
歴
史
檻
案
館
所
蔵
の
『
武
職
選
簿
』

中
国
第
一
歴
史
橘
案
館
所
蔵
の
「
衛
所
武
職
選
簿
」
は
一

01―
―
に
分
類
さ
れ

そ
の
簿
冊
は
一
―
一
冊
あ
る
。
そ
の
第
八
六
が
徐
恭
生
教
授
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
た
『
錦
衣
衛
選
簿
南
京
親
軍
衛
』
で
あ
る
。

徐
教
授
は
『
錦
衣
衛
選
簿
南
京
親
軍
衛
』
の
中
か
ら
鄭
和
の
遠
征
に
従
っ

た
一
―
-
+
-
＝
名
の
事
跡
を
抽
出
し
紹
介
さ
れ
た
。
中
国
第
一
歴
史
橋
案
館
所
蔵
の

『
錦
衣
衛
選
簿
』
は
ほ
ぼ
縦
四
五
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
X

横
四
ニ
・
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
万
暦
二
十

1

一
年
(
-
五
九
四
）
紗
本
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
多
く
の
簿
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
。
『
錦
衣
衛
選
簿
』
中
に
見
え

る
鄭
和
の
遠
征
に
従
事
し
た
人
物
の
記
事
は
徐
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
一
九
九
五
年
八
月
、
一
九
九
六
年
八
月
、
十
月
、
一
九
九
七
年
八
月
等

の
数
日
の
間
、
中
国
第
一
歴
史
橘
案
館
に
お
い
て
簿
冊
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得

て
、
徐
教
授
の
使
用
さ
れ
た
以
外
の
『
錦
衣
衛
選
簿
』
、
『
高
郵
衛
選
簿
』
、

『
蘇
州
衛
選
簿
』
、
『
金
山
衛
選
簿
』
、
『
福
州
右
衛
選
簿
』
、
『
天
津
衛
選
簿
』
、

『
羽
林
衛
選
簿
』
等
の
簿
冊
に
も
多
く
の
鄭
和
「
下
西
洋
」
関
係
の
記
録
を
見

い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
地
方
志
の
中
に
も
「
鄭
和
下
西
洋
」
に
関

す
る
史
料
を
見
い
出
し
た
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
徐
教
授
の
紹
介

さ
れ
た
記
事
も
重
複
を
省
み
ず
掲
載
し
た
。
そ
の
際
は
（
徐
氏
1
)
の
形
式
で

指
摘
し
た
。
選
簿
の
番
号
は
中
国
第
一
歴
史
檻
案
館
の
登
録
番
号
で
あ
る
。

2
 

ー 2
 

ー 2
 

ー

0
鄭
和
下
西
洋
関
係
の
史
料

0
2之
一
『
錦
衣
衛
選
簿
』

蒲
青
新
城
県
人
、
…
…
蒲
旺
係
蒲
青
嫡
長
男
、
父
西
洋
功
未
陸
、
故

旺
年
幼
、
欽
陸
〔
以
下
脱
〕

寧
原
新
城
県
人
、
洪
武
三
年
、
充
儀
儀
司
校
尉
、
三
十
五
年
、
小
旗
、

永
楽
元
年
、
撥
錦
衣
衛
衣
衛
衣
左
所
班
銀
司
帯
管
、
三
年
西
洋
公
幹
、
五

年
陸
総
旗
、
十
年
西
洋
公
幹
‘
+
―
―
一
年
陸
錦
衣
衛
左
所
班
錬
司
試
百
戸
。

王
捨
保
年
参
拾
弐
歳
、
定
海
県
人
、
…
…
王
忠
、
年
拾
六
歳
、
係
捨
保

嫡
男
、
父
因
弐
次
差
往
西
洋
公
幹
回
還
、
永
楽
拾
四
年
陸
本
所
副
千
戸
、

復
下
西
洋
等
国
公
幹
回
還
。
拾
八
捌
年
、
陸
正
千
戸
。

鍾
信
宣
徳
五
年
八
月
、
鍾
慶
係
高
郵
衛
左
所
試
百
戸
、
鍾
信
戸
名
鍾
得

舒
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
因
下
西
洋
、
斯
殺
有
効
、
陸
除
前
職
欽
准
本
人

替
実
授
世
襲
百
戸
。

『
蘇
州
衛
選
簿
』

許
興
（
闘
県
人
）
許
成
係
蘇
州
衛
中
所
試
百
戸
、
許
興
嫡
長
男
、
父
原

係
総
旗
、
因
下
西
洋
、
於
沙
岸
輿
幹
刺
対
敵
斯
殺
有
功
、
除
前
職
、
欽
准

本
人
替
襲
実
授
世
襲
百
戸
。

黄
受
（
高
安
県
人
）
永
楽
九
年
征
西
洋
、
欽
陸
蘇
州
衛
中
所
試
百
戸
。

黄
環
係
黄
受
嫡
長
孫
、
祖
永
楽
十
二
錫
蘭
山
陣
亡
、
父
黄
信
十
四
年
襲
実

043 

041 
『
高
郵
衛
選
簿
』

＿八



4
 

3
 

2
 

ー 2
 

ー

054 

（
江
都
県
人
）
永
楽
元
年
、
陸
小
旗
、
四
年
西
洋
公
幹
、
旧
港
殺

賊
有
功
、
陸
総
旗
、
八
年
蘇
門
国
等
処
殺
賊
、
陸
百
戸
。

胡
旺

044

『
金
山
衛
選
簿
』

孫
閏
（
山
陰
県
人
）
永
楽
三
年
、
綿
花
洋
殺
獲
賊
船
、
阿
魯
洋
檎
殺
賊

寇
有
功
、
陸
小
旗
、
十
五
年
陸
総
旗
、
十
六
年
復
下
西
洋
、
十
八
年
陸
試

百
戸
。

『
福
州
右
衛
選
簿
』

韓
大
韓
貴
（
河
内
県
人
）
宣
徳
八
年
二
月
、
韓
貴
係
福
州
右
衛
左
所
試

百
戸
、
韓
大
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
、
於
白
沙
岸
興
蘇
幹
刺

対
敵
斯
殺
有
功
、
除
前
職
、
病
故
、
欽
准
本
人
襲
実
授
世
襲
百
戸
。

李
隆
戌
（
新
寧
県
人
）
李
隆
戌
補
役
永
楽
一
二
年
(
-
四

0
五
）
西
洋
公

幹
、
四
年
旧
港
外
洋
、
殺
獲
功
陸
小
旗
、
五
年
公
幹
、
七
年
陸
総
旗
、
九

年
西
洋
公
幹
‘
+
―
―
一
年
陸
試
百
戸
。

察
粛
（
懐
安
県
人
）
永
楽
十
三
年
十
二
月
、
察
粛
原
係
福
州
右
衛
左
所

総
旗
、
因
二
次
下
西
洋
等
処
、
回
還
、
永
楽
十
三
年
九
月
二
十
四
日
欽
陸

本
衛
所
試
亘
戸
。
…
…
（
察
粛
）
原
係
総
旗
因
下
西
洋
於
白
沙
岸
輿
蘇
幹

刺
対
敵
厭
殺
有
功
、
陸
除
前
職
。

夷
得
名
（
塩
城
県
人
）
宣
徳
十
年
八
月
夷
福
係
福
州
右
衛
左
所
試
百
戸
、

夷
得
名
親
姪
叔
原
係
総
旗
、
下
西
洋
公
幹
、
於
白
沙
岸
与
蘇
幹
剌
対
敵
斯

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

授
百
戸
。

11 10 

，
 

8
 

7
 

6
 

5
 

殺
有
功
、
陸
除
前
職
、
欽
准
本
人
替
実
授
百
戸
。

＿九

林
洪
（
福
寧
県
人
）
宣
徳
八
年
四
月
、
林
春
係
福
州
右
衛
左
所
試
百
戸
、

林
洪
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
公
幹
、
陸
除
前
職
、
病
故
、
欽

准
本
人
初
襲
試
百
戸
。

羅
塁
伍
（
福
清
県
人
）
宣
徳
十
年
二
月
、
羅
恭
係
福
州
右
衛
右
所
試
百

戸
、
羅
塁
伍
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
公
幹
、
回
還
、
陸
除
前

職
、
欽
准
本
人
伯
襲
試
百
戸
。

萬
将
軍
保
（
江
夏
県
人
）
永
楽
二
年
六
月
萬
鑑
十
七
歳
、
係
福
州
右
衛

中
所
試
百
戸
、
萬
将
軍
保
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
、
陸
除
前

職
、
病
故
、
敬
准
本
人
伯
襲
副
千
戸
試
百
戸
。

陳
真
生
（
南
豊
県
人
）
陳
真
生
役
永
楽
四
年
(
-
四

0
六
）
小
葛
刺
国

旧
港
等
洋
有
功
、
陸
総
旗
、
七
年
等
年
阿
枝
国
井
蘇
門
答
刺
公
幹
有
功
、

+
―
―
一
年
陸
試
百
戸
、
宣
徳
二
年
交
趾
昌
江
陣
亡
。

李
進
保
（
間
県
人
）
李
進
保
補
役
、
永
楽
―
―
-
、
四
年
（
一
四

0
五
、
一

四
0
六
）
西
洋
旧
港
等
処
有
功
、
陸
小
旗
、
復
往
西
洋
、
九
年
陸
総
旗
、

十
一
年
石
里
等
国
公
幹
、
有
功
陸
試
百
戸
。

蒲
娼
奴
（
晋
江
県
人
）
宣
徳
九
年
十
月
蒲
栄
年
十
七
歳
、
係
福
州
右
衛

後
所
試
百
戸
、
蒲
蠣
奴
嫡
長
孫
、
祖
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
公
幹
、
回
還
、

陸
除
前
職
、
欽
准
本
人
初
襲
試
百
戸
。

鄭
受
保
（
同
安
県
人
）
鄭
受
保
補
役
、
永
楽
―
―
一
年
(
-
四

0
五
）
西
洋

等
国
公
幹
有
功
、
陸
総
旗
、
七
年
(
-
四

0
九
）
錫
蘭
山
等
国
、
陸
総
旗
、

十
一
年
(
-
四
―
―
―
-
）
西
洋
忽
魯
等
国
公
幹
‘
+
―
―
一
年
陸
試
百
戸
。



ー

何
義
宗
、
江
都
県
人
、
先
因
年
間
為
兵
革
随
父
何
仲
賢
、
到
於
占
城
充
目
、

洪
武
十
九
年
差
倣
通
事
、
限
占
城
王
子
、
管
領
船
隻
、
到
京
回
還
本
国
、

二
十
年
初
同
使
臣
進
象
欽
賞
段
疋
、
回
至
広
東
、
蒙
勘
合
取
回
、
二
十
一

年
欽
留
提
調
操
、
練
象
隻
、
撥
充
錦
衣
衛
中
右
所
総
旗
、
三
十
年
占
城
国

招
諭
、
引
領
占
領
王
子
等
、
赴
京
朝
見
、
三
十
五
年
往
爪
睦
国
、
永
楽
元

年
回
還
、
欽
陸
錦
衣
衛
馴
象
所
百
戸
、
八
月
往
西
洋
等
国
、
三
年
回
還
、

陸
馴
象
所
副
千
戸
、
本
年
欽
授
流
官
職
事
、
八
月
往
西
洋
等
処
公
幹
、
四

年
(
-
四

0
六
）
旧
港
・
阿
魯
等
処
殺
賊
衆
、
五
年
陸
本
衛
所
正
千
戸
、

十
一
月
爪
睦
•
西
洋
等
処
公
幹
、
七
年
復
選
下
西
洋
、
八
月
敬
陸
本
衛
指

揮
餃
事
。

086 

2
 

ー ー
070 

『
錦
衣
衛
選
簿
』

（
徐
氏
1
)

（
徐
氏
1
"
は
徐
教
授
の
諭
文
に
見
え
る
番
号
）

『
天
津
衛
選
簿
』

張
文
言
（
応
山
県
人
）
張
翔
係
張
文
言
嫡
長
男
、
父
因
二
次
下
西
洋
、

永
楽
十
一
一
一
年
陸
福
千
戸
。

084

『
羽
林
右
衛
選
簿
』

舒
鑑
（
香
河
県
人
）
舒
鑑
係
舒
敏
嫡
長
孫
、
永
楽
元
年
、
陸
副
千
戸
、

因
二
次
下
西
洋
、
拾
一
一
一
年
功
陸
正
千
戸
、
復
下
西
洋
、
拾
八
年
、
陸
流
官

指
揮
餃
事
。
洪
熙
元
年
調
羽
林
右
衛
。

呉
全
（
南
城
県
人
）
永
楽
元
年
併
勝
充
小
旗
、
五
年
西
洋
公
幹
、
充
総

旗
、
十
二
年
征
進
蘇
門
白
沙
岸
有
功
、
陸
試
百
戸
。

5
 

4
 

3
 

2
 
李
満
、
武
進
県
人
、
有
伯
父
李
大
成
、
丁
酉
（
元
・
至
元
十
七
年
、
一
―
―
―

五
七
）
従
軍
、
二
十
三
年
老
将
満
代
役
‘
-
―
―
十
二
年
攻
図
済
南
、
陸
小
旗

西
水
楽
、
陸
総
旗
、
三
十
五
年
渡
江
除
旗
手
衛
中
所
百
戸
、
永
楽
元
年
、

陛
本
所
副
千
戸
、
二
年
欽
与
世
襲
、
三
年
調
錦
衣
衛
衣
左
所
、
本
年
（
永

楽
三
、
一
四

0
五
）
西
洋
公
幹
、
有
功
陸
本
衛
所
正
千
戸
。
（
徐
氏
2
)

張
通
張
漢
、
新
城
県
人
、
曽
祖
父
張
通
、
洪
武
―
―
―
十
四
年
充
儀
衛
司
校

尉
、
三
十
五
年
平
定
京
師
、
陸
小
旗
、
永
楽
四
年
(
-
四

0
六
）
往
西
洋

等
国
、
節
次
殺
賊
船
、
五
年
陸
試
百
戸
、
九
年
往
錫
蘭
山
国
、
殺
退
番
賊
、

陸
正
千
戸
、
十
年
(
-
四
―
二
）
征
西
洋
白
沙
岸
、
対
敵
有
功
‘
+
―
―
一
年

陸
指
揮
余
事
。
（
徐
氏
4
)

宗
信
可
、
年
二
十
一
歳
、
南
京
錦
衣
衛
指
揮
危
事
、
原
籍
交
趾
清
華
府
、

一
世
祖
宗
忠
同
、
二
世
祖
宗
真
、
洪
武
六
年
進
真
忠
淫
故
、
宗
真
到
於
占

城
、
封
充
頭
目
、
九
年
差
領
牙
象
進
貢
、
二
十
年
興
小
旗
操
後
撥
錦
衣
衛

中
右
所
、
二
十
三
年
伊
鎗
充
本
衛
所
官
象
総
旗
、
三
十
五
年
往
逼
羅
国
功
、

永
楽
元
年
除
本
衛
所
世
襲
実
授
百
戸
、
本
年
往
西
洋
公
幹
‘
-
―
-
（
一
四
〇

五
）
年
除
本
衛
世
襲
副
千
戸
、
本
年
阿
魯
洋
殺
獲
賊
船
功
、
五
年
陸
本
衛

所
世
襲
正
千
戸
、
十
年
往
西
洋
公
幹
功
‘
+
―
―
一
年
陸
本
衛
所
流
官
指
揮
致

事。

（
徐
氏
5
)

余
英
、
都
陽
県
人
、
祖
余
復
亨
、
洪
武
十
九
年
充
軍
、
三
十
三
年
招
募
陸

実
授
百
戸
、
三
十
四
年
西
水
棄
、
陸
副
千
戸
、
三
十
五
年
金
川
門
陸
旗
手

衛
正
千
戸
、
永
楽
元
年
為
事
初
復
百
戸
、
五
年
調
南
京
錦
衣
衛
、
七
年

（
一
四

0
九
）
西
洋
公
幹
、
陸
副
千
戸
、
十
年
西
洋
公
幹
、
十
―
―
一
年
陸
正

四
〇
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8
 

7
 

6
 

千
戸
、
十
四
年
西
洋
公
幹
、
十
七
年
陸
指
揮
余
事
。

（
徐
氏
6
)

鐘
左
、
年
四
十
九
歳
、
係
南
京
錦
衣
衛
指
揮
疲
事
、
原
籍
広
東
広
州
府
東

莞
県
人
、
始
祖
鐘
海
清
、
永
楽
五
年
、
応
招
率
領
本
管
頭
目
人
、
船
随
同

前
来
朝
見
、
陸
正
千
戸
、
撥
錦
衣
衛
帯
俸
、
十
三
年
、
西
洋
二
次
有
功
、

陸
指
揮
銀
事
。
（
徐
氏
7
)

何
得
清
、
帰
善
県
人
、
遠
年
間
流
移
旧
港
住
過
、
永
楽
四
年
、
蒙
千
戸
楊

信
奉
勅
諭
、
到
得
清
順
招
本
官
頭
目
前
来
朝
、
欽
除
正
千
戸
、
初
回
旧
港

招
論
、
五
年
、
撥
錦
衣
疲
衛
鎮
撫
司
帯
俸
、
十
四
年
復
往
西
洋
、
忽
魯
誤

斯
等
国
公
幹
、
欽
陸
錦
衣
衛
流
官
指
揮
痕
事
。
（
徐
氏
8
)

劉
京
、
新
城
県
人
、
曽
祖
父
劉
海
、
洪
武
三
十
四
年
、
投
充
小
旗
、
三
十

五
年
陸
錦
衣
衛
総
旗
、
永
楽
四
年
、
陸
試
百
戸
、
九
年
(
-
四
―
-
）
錫

蘭
山
、
陸
正
千
戸
、
十
二
年
以
西
洋
功
、
陸
指
揮
叙
事
。
（
徐
氏
9
)

マ
マ

李
真
、
東
莞
県
人
、
遠
年
該
福
運
臣
国
奉
勅
招
諭
、
永
楽
七
年
除
授
百
戸
、

十
年
西
洋
公
幹
、
十
四
年
傍
往
西
洋
公
幹
、
十
八
年
欽
陸
錦
衣
衛
栄
鎮
撫
゜

（
徐
氏
10)

宣
徳
九
年
六
月
、
鐘
貴
係
錦
衣
衛
鎮
撫
司
帯
至
急
俸
百
戸
、
鐘
二

嫡
長
男
父
原
、
係
旧
港
招
諭
到
京
、
除
授
前
職
、
今
為
老
疾
、
欽
准
本
人

替
職
。

陳
蘭
芳
陳
煕
、
松
陽
県
人
、
有
父
陳
蘭
芳
、
洪
武
二
十
五
年
、
充
校
尉
、

二
十
六
年
調
儀
衛
司
、
三
十
二
年
、
陸
小
旗
、
永
楽
二
年
、
錦
衣
衛
鎮
撫

司
帯
営
、
五
年
往
爪
畦
等
国
公
幹
、
七
年
陸
総
旗
、
本
年
(
-
四

0
九）

復
往
西
洋
公
幹
、
十
三
年
欽
陸
試
百
戸
、
本
年
老
職
熙
係
嫡
長
男
。

鐘

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

19 18 17 16 15 14 13 12 

試
百
戸
。

四

劉
定
住
劉
譲
、
房
山
県
人
、
父
劉
定
住
、
洪
武
一
―
―
十
二
年
、
充
校
尉
、

―
―
-
+
-
―
一
年
功
陸
小
旗
、
永
楽
二
年
、
陸
総
旗
、
七
年
差
往
西
洋
国
公
幹
、

十
五
年
欽
陸
試
百
戸
。
（
徐
氏
11)

張
貴
宣
徳
一
―
一
年
八
月
、
張
耀
年
十
五
歳
係
錦
衣
衛
中
所
試
百
戸
張
貴
嫡

長
男
、
父
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
、
陸
除
前
職
、
病
故
、
欽
准
本
人
俯
襲

何
玉
（
新
城
県
人
）
何
興
係
何
玉
親
姪
伯
、
永
楽
十
年
西
洋
功
、
陸
副
千

戸
、
十
七
年
西
洋
二
次
功
、
陸
正
千
戸
。
（
徐
氏
12)

宣
徳
二
年
八
月
、
衰
敬
年
十
六
歳
、
係
錦
衣
衛
衣
左
千
戸
所
百
戸

哀
亨
嫡
長
男
、
父
下
西
洋
、
有
功
未
陸
、
病
故
、
本
人
先
因
年
幼
、
已
陸

副
千
戸
、
俸
優
給
、
今
出
幼
、
欽
准
襲
流
官
副
千
戸
。

張
文
宣
徳
一
＿
一
年
六
月
、
張
通
年
十
五
歳
、
係
錦
衣
衛
衣
右
千
戸
所
百
戸
、

張
文
嫡
長
男
、
父
原
係
百
戸
、
因
下
西
洋
、
獲
功
未
陛
、
病
故
、
已
陸
本

人
副
千
戸
、
俸
優
給
、
今
出
幼
、
欽
准
襲
流
官
副
千
戸
。

徐
興
、
新
城
県
人
、
洪
武
年
、
報
効
充
校
尉
小
旗
、
三
十
五
年
陸
総
旗
、

永
楽
七
年
往
西
洋
公
幹
、
十
三
年
陸
試
百
戸
。
（
徐
氏
13)

胡
謙
胡
禎
、
奉
化
県
人
、
祖
胡
謙
、
洪
武
二
十
四
年
軍
、
永
楽
四
年
旧

港
等
処
、
殺
族
有
功
、
陸
小
旗
、
九
年
回
船
沿
途
、
殺
賊
有
功
、
陸
総
旗
、

十
年
西
洋
公
幹
、
十
二
年
陸
試
百
戸
。
（
徐
氏
14)

弓
先
弓
英
年
二
十
九
歳
、
棲
霞
県
人
、
曽
祖
可
先
、
永
楽
元
年
、
充
力

士
、
九
年
殺
退
番
賊
奇
功
、
陸
総
旗
、
十
一
二
年
西
洋
二
次
有
功
、
陸
試
百

戸
。
（
徐
氏
15)

哀
亨
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（
新
城
県
人
）
咎
成
•
…
•
•
永
楽
―
―
一
年
旧
港
等
処
有
功
、
陸
試
百
戸
。

（
徐
氏
20)

王
真
（
龍
岩
県
人
）
王
真
永
楽
二
十
年
選
眼
太
監
王
景
弘
等
下
西
洋
公

幹
、
檎
獲
偽
王
蘇
幹
痢
等
節
次
有
功
回
還
、
永
楽
二
十
二
年
陸
錦
衣
衛
左

所
正
千
戸
。
（
徐
氏
21)

劉
福
才
宣
徳
二
年
五
月
、
劉
全
年
十
七
歳
、
係
錦
衣
衛
衣
前
千
戸
、
帯

支
俸
流
官
百
戸
、
劉
福
オ
嫡
長
男
、
父
因
下
西
洋
、
錫
蘭
山
獲
功
、
未
陸
、

病
故
、
先
次
已
陸
本
人
副
千
戸
、
俸
優
給
、
今
出
幼
、
欽
准
襲
流
官
副
千
戸
。

張
原
、
永
楽
五
年
、
併
陸
小
旗
、
七
年
陸
総
旗
、
九
年
(
-
四
―
-
）
錫

山
蘭
陣
亡
。
無
児
男
、
葛
住
係
親
弟
蒙
本
衛
所
保
送
兵
部
、
査
張
原
錫
蘭

山
陣
亡
、
奏
陸
総
旗
試
百
戸
。

咎
成
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劉
受

氏
24)

鄭
興
（
順
天
府
宛
平
県
人
）
鄭
興
…
…
永
楽
九
年
殺
退
番
賊
有
功
、
本

年
七
月
陸
試
百
戸
、
十
二
年
下
西
洋
有
功
、
未
陸
、
病
故
。
（
徐
氏
16)

挑
全
（
新
城
県
人
）
永
楽
三
年
公
幹
、
五
年
陸
総
旗
、
俯
往
公
幹
、
九

年
陸
錦
衣
衛
右
所
実
授
百
戸
、
十
年
復
往
公
幹
、
十
三
年
陸
副
千
戸
又
往

西
洋
、
十
七
年
陸
正
千
戸
。

（
香
山
県
人
）
永
楽
四
年
随
招
諭
千
戸
楊
信
赴
京
、
本
年
陸
正

千
戸
錦
衣
衛
鎮
撫
司
帯
俸
、
十
五
年
(
-
四
一
七
）
西
洋
公
幹
。
（
徐
氏
18)

（
通
州
人
）
正
統
九
年
八
月
、
張
海
係
南
京
錦
衣
衛
錦
衣
右
所
敬

蓋
司
試
亘
戸
、
張
政
嫡
長
男
、
父
原
係
総
旗
、
二
次
下
西
洋
、
於
白
沙
岸

輿
蘇
幹
刺
斯
殺
有
功
、
回
陸
前
職
、
欽
准
本
人
替
実
授
世
襲
百
戸
。

氏
19)

（徐

張
政

手
仲
達
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（
徐
氏
25)

陳
永
華
（
広
東
広
州
府
東
莞
県
人
）
陳
永
華
、
永
楽
―
―
一
年
差
旧
港
招
諭

金
仲
礼
等
、
五
年
陸
副
千
戸
、
六
年
撥
錦
衣
衛
鎮
撫
司
帯
俸
、
十
七
年

（
一
四
一
九
）
西
洋
等
処
有
功
、
十
八
年
四
月
陸
正
千
戸
。
（
徐
氏
22)

授
百
戸
。

沈
友
、
新
城
県
人
、
…
…
永
楽
九
年
殺
敗
番
賊
、
陸
錦
衣
衛
衣
中
所
、
実

（
中
略
）
宣
徳
二
年
八
月
沈
旺
年
十
六
歳
、
係
錦
衣
衛
衣
中
千

戸
所
流
官
百
戸
沈
友
嫡
長
男
、
父
下
西
洋
、
有
功
未
陸
、
病
故
、
本
人
先

因
年
幼
已
副
陸
千
戸
、
俸
優
給
、
今
出
幼
、
欽
准
襲
流
官
副
千
戸
。

易
文
整
（
東
安
県
人
）
易
文
整
、
…
…
永
楽
九
年
(
-
四
―
-
）
西
洋

功
、
陸
実
授
百
戸
、
十
年
西
洋
公
幹
、
十
―
―
一
年
陸
副
千
戸
。
（
徐
氏
23)

四

（徐

張
和
、
武
進
県
人
、
…
…
張
浩
、
張
和
庶
長
孫
、
祖
原
係
総
旗
革
除
年
間

除
百
戸
、
西
洋
公
幹
、
回
陸
副
千
戸
、
復
下
西
洋
、
回
陸
正
千
戸
。

（
高
平
県
人
）
劉
受
、
…
…
永
楽
七
年
(
-
四

0
九
）
西
洋
公
幹
、

陸
試
百
戸
、
節
次
西
洋
公
幹
、
陸
実
授
百
戸
。

劉
春
（
新
建
県
人
）
劉
春
•
…•. 

〔
永
楽
〕
九
年
(
-
四
―
-
）
錫
蘭
山

有
功
、
陸
百
戸
。
（
徐
氏
26)

張
林
（
永
清
県
人
）
張
林
…
…
[
永
楽
〕
七
年
二
四

O
九
)
選
充
下

西
洋
、
陸
試
百
戸
。
（
徐
氏
27)

劉
移
住
（
西
安
府
華
陰
県
人
）
劉
移
住
、
…
…
永
楽
七
年
(
-
四

0

九
）
、
選
下
西
洋
公
幹
、
八
年
至
錫
蘭
山
国
給
賜
、
九
年
為
国
王
亜
烈
苦

奈
児
、
惇
逆
奪
官
軍
銭
根
、
就
行
征
動
檎
国
王
、
殺
敗
番
賊
回
還
、
本
年

陸
総
旗
、
十
年
復
下
西
洋
公
幹
、
十
二
年
(
-
四
一
四
）
至
蘇
門
答
刺
、
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察
栄

四
天
啓
『
海
塩
県
図
経
』
の
鄭
和

「
下
西
洋
」
史
料

閏
九
月
白
沙
岸
興
藍
幹
刺
対
敵
斯
殺
、
回
還
、
十
三
年
欽
陸
錦
衣
衛
中
後

所
試
百
戸
、
宣
徳
五
年
、
傍
往
西
洋
公
幹
、
八
年
（
一
四
一
―
―
―
―
-
）
回
還
、

患
手
足
残
疾
、
〔
劉
〕
銘
係
嫡
長
男
、
九
年
欽
准
替
授
錦
衣
衛
中
後
所
実

授
世
襲
百
戸
。
（
徐
氏
28)

（
広
東
海
陽
県
人
）
察
栄
、
永
楽
三
年
庶
旧
港
招
論
、
…
…
十
年

西
洋
公
幹
。
（
徐
氏
30)

李
青
•
…
・
・
原
係
総
旗
、
因
下
西
洋
公
幹
、
回
還
、
陸
除
前
職
、
病
故
。

陶
旺
、
原
係
下
西
洋
有
功
。
（
徐
氏
31)

張
慮
、
深
沢
県
人
、
洪
武
一
―
―
十
年
、
充
錦
衣
衛
力
士
、
永
楽
五
年
西
洋
公
幹
、

七
年
陸
小
旗
、
九
年
征
勁
檎
番
、
陸
錦
衣
衛
後
所
試
百
戸
。
（
徐
氏
32)

明
・
天
啓
四
年
(
-
六
二
四
）
刊
『
海
塩
県
図
経
』
巻
十
、
官
師
篇
第
五
下
、

皇
明
の
項
目
に
鄭
和
の
下
西
洋
に
同
行
し
た
武
官
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
関
係

す
る
人
物
の
事
跡
を
抄
録
列
記
し
て
み
る
。
同
書
、
海
寧
衛
の
項
に
引
用
す
る

王
文
禄
の
「
衛
職
黄
志
」
に
、

武
職
、
自
公
侯
伯
、
下
指
揮
、
千
、
百
戸
、
視
子
男
世
襲
。
指
揮
上
有
把

総
、
参
将
、
総
兵
、
都
督
。
流
官
不
世
襲
。
指
揮
有
使
、
有
同
知
、
有
疲

事
、
千
戸
有
正
、
有
副
。
百
戸
有
試
、
有
冠
帯
。
…
…
有
開
国
功
、
靖
難

功
、
征
蛮
功
、
平
寇
功
、
下
西
洋
功
、
海
運
功
、
開
屯
功
。
…
…

と
あ
る
よ
う
に
、
武
官
の
組
織
と
そ
の
功
績
例
を
挙
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

百
戸
）
、
黄
巌
人
、

四

の
内
の
「
下
西
洋
功
」
に
関
し
た
人
物
を
上
げ
て
み
た
。

沈

仁

志

（

左

所

洪

武

七

年

、

編

水

軍

衛

、

…

…

子

亜
顕
補
、
永
楽
十
七
年
(
-
四
一
九
）
征
西
洋
、
陸
百
戸
。

落
興
（
右
所
百
戸
）
、
夏
津
人
、
編
鷹
揚
衛
、
永
楽
四
年
（
一
四

0
六）

征
交
趾
、
下
西
洋
、
十
二
年
(
-
四
一
四
）
陸
試
百
戸
。

朱
尾
達
（
右
所
百
戸
）
、
涼
浦
人
、
洪
武
五
年
、
編
長
淮
衛
、
調
水
軍
、

永
楽
四
年
(
-
四

0
六
）
下
西
洋
征
夷
、
十
八
年
(
-
四
二

0
)
陸
百
戸
。

百
戸
）
、

会
稽
人
、

王

福

一

…

…

子

亜

員

補

、

〔

洪

武

〕

十

七

年
、
至
永
楽
十
二
年
(
-
四
一
四
）
下
西
洋
、
陸
試
百
戸
。

沈
貴
（
後
所
千
戸
）
、
麻
城
人
、
至
正
癸
卯
(

1
I
 

+
―
―
一
年
、
一
三
六
―
―
-
）

帰
隷
水
軍
衛
、
没
。
子
痩
児
補
、
永
楽
七
年
(
-
四

0
九
）
征
西
洋
、
陸

小
旗
、
又
征
西
洋
、
陸
試
百
戸
。

林
景
清
（
激
浦
所
千
戸
）
、
海
豊
人
、
洪
武
十
六
年
編
隷
鎮
南
衛
、

公
保
代
、
征
南
、
歿
。
弟
公
養
、
補
調
江
陰
衛
、
永
楽
中
下
西
洋
、
陸
総

旗
、
征
忽
魯
膜
斯
国
、
陸
試
百
戸
。

黄
子
成
（
激
浦
所
百
戸
）
、
東
莞
人
、
洪
武
十
六
年
、

海
運
歿
、
子
本
奴
、
補
。
下
西
洋
、
陸
総
旗
、

（
一
四

0
九
）
陸
百
戸
。

朱
祥
―
―
-
（
乍
浦
所

千
戸
）
、

至
正
丁
未
（
二
十
七
年
、

六
七
）
帰
隷
水
軍
衛
。
子
亜
文
補
、
永
楽
中
、
征
西
洋
爪
睦
国
、
十
八
年

（
一
四
二

0
)
授
試
百
戸
。

（
中
所

永
嘉
人
、

募
隷
鎮
南
衛
、

又
征
西
洋
、

永
楽
七
年 子



上
述
の
よ
う
に
鄭
和
「
下
西
洋
」
に
関
係
し
た
武
職
に
つ
い
て
い
た
人
物
の

史
料
を
中
国
第
一
歴
史
橘
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
武
職
選
簿
』
の
内
、

『
錦
衣
衛
選
簿
』
、
『
高
郵
衛
選
簿
』
、
『
蘇
州
衛
選
簿
』
、
『
金
山
衛
選
簿
』
、

『

福

州

右

衛

選

簿

』

、

『

天

津

衛

選

簿

』

、

『

錦

衣

衛

選

簿
』
等
八
点
の
選
簿
及
び
地
方
志
の
天
啓
『
海
塩
県
図
経
』
の
中
よ
り
見
い
だ

し
た
七
十
二
名
の
記
録
を
抽
出
紹
介
し
た
。

（
一
四
三
三
）
に
わ
た
る
鄭
和
の
七
回
に
及
ぶ
西
洋
派
遣
に
随
行
し
た
人
々
で
、

一
度
だ
け
で
な
く
二
度
以
上
も
同
行
し
た
人
物
が
多
く
含
ま
れ
、
三
度
も
同
行

し
た
『
高
郵
衛
選
簿
』
に
見
え
る
王
捨
保
や
『
羽
林
衛
選
簿
』
に
見
る
舒
鑑
、

さ
ら
に
『
錦
衣
衛
選
簿
』
に
見
る
劉
移
住
は
四
度
も
同
行
し
て
い
る
様
な
人
物

を
見
い
出
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
統
率
者
の
鄭
和
の
み
な
ら
ず
当
然
、

11 10 

，
 

百
戸
）
、

こ
れ
ら
の
随
行
員
は
い
ず
れ
も
永
楽
三
年
(
-
四

0
五
）
か
ら
宣
徳
八
年

五

小

結

楊
僧
児
（
乍
浦
所
百
戸
）
、
東
河
人
、
…
…
子
正
、
補
、
靖
難
累
功
、

陸
鳳
陽
衛
百
戸
、
永
楽
七
年
(
-
四

0
九
）
征
交
趾
、
歿
゜

陶

小

乙

（

乍

浦

所

…

…

子

九

、

補

。

〔

洪

武

〕

十

九
年
、
至
永
楽
十
二
年
(
-
四
一
四
）
下
西
洋
白
沙
岸
戦
捷
、
陸
総
旗
、

十
四
年
(
-
四
一
六
）
陸
試
百
戸
。

劉
大
（
乍
浦
所
百
戸
）
、
儀
真
人
、
至
正
丙
申
（
十
六
年
、
一
三
五
六
）

帰
隷
江
陰
衛
、
子
斌
、
補
、
永
楽
三
年
(
-
四

0
五
）
下
西
洋
、
陸
小
旗
、

九
年
(
-
四
―
-
）
西
洋
錫
薗
山
谷
檎
王
、
陸
百
戸
。

『
羽
林
右
衛
選
簿
』
、

餘
州
人
、

こ
れ
ら
選
簿
中
に
見
え
る
随
行
し
た
武
官
等
の
主
要
な
記
録
は
、
当
然
な
が

ら
海
外
で
の
武
功
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
『
錦
衣
衛
選
薄
』
の
劉
移

住
の
記
事
中
に
「
永
楽
七
年
(
-
四

0
九）、

錫
蘭
国
に
関
し
て
、

選
下
西
洋
公
幹
、

八
年
至
錫
蘭

山
国
給
賜
、
九
年
為
国
王
亜
烈
苦
奈
児
、
惇
逆
奪
官
軍
銭
検
就
行
征
動
檎
国
王
、

殺
敗
番
賊
回
還
」
と
あ
る
よ
う
に
、
永
楽
九
年
(
-
四
―
-
）
頃
の
錫
蘭
山
の

戦
い
に
関
す
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
今
日
の
ス
リ
ラ
ン
カ
に
比
定
さ
れ
る

『
明
史
』
巻
一
―
―
―
一
六
、
列
伝
ニ
―
四
、
外
国
七
に
、

永
楽
中
、
鄭
和
使
西
洋
至
其
地
、
其
王
亜
烈
苦
奈
児
欲
害
〔
鄭
〕
和
、
和

覚
、
去
之
他
国
。
王
又
不
睦
隣
境
、
膜
遂
劫
往
来
使
臣
、
諸
蕃
皆
苦
之
。

及
和
帰
、
復
経
其
地
、
乃
誘
和
至
国
中
、
発
兵
五
万
劫
〔
鄭
〕
和
、
塞
帰

路
。
〔
鄭
〕
和
乃
率
歩
卒
二
千
、
由
間
道
乗
虚
攻
抜
其
城
、
生
檎
亜
烈
苦

奈
児
及
妻
子
、
頭
目
、
献
伴
於
朝
。

と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
和
の
遠
征
隊
は
、
錫
蘭
山
王
か
ら
厚
遇
を
受
け
な
か
っ
た

た
め
間
も
な
く
そ
の
国
を
離
れ
た
が
、
ま
た
帰
路
に
際
し
寄
港
し
た
。
し
か
し

そ
の
際
、
錫
蘭
山
王
か
ら
五
万
の
兵
で
攻
撃
を
受
け
た
。
こ
れ
に
対
し
鄭
和
は

二
千
の
兵
で
勝
利
を
収
め
そ
の
王
や
妻
子
等
を
捕
虜
と
し
て
、
明
廷
に
献
上
し

た
と
あ
る
。
上
記
の
嘉
靖
『
太
倉
州
志
』
巻
十
、
雑
志
に
も
、
永
楽
七
年
（
一

四
0
九
）
の
遠
征
に
際
し
て
の
記
事
中
に
、

永
楽
七
年
、
統
領
舟
師
、
往
前
各
国
道
経
錫
蘭
山
国
其
王
亜
烈
苦
奈
児
、

負
固
不
恭
、
謀
害
舟
師
、
頼
神
明
顕
応
知
覚
逐
生
檎
其
王
、
至
九
年
、
帰

献
、
尋
蒙
恩
宥
伸
復
帰
国
。

海
外
諸
国
へ
の
航
海
経
験
者
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
は
歴
然
で
あ
ろ
う
。

四
四



し
か
し
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
の
は
残
存
の
選
簿
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
ま
だ
多

録
ほ
、

と
あ
る
よ
う
に
、
鄭
和
の
遠
征
に
お
け
る
大
き
な
戦
闘
の
―
つ
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
で
錫
蘭
山
王
を
捕
虜
と
し
て
永
楽
九
年
に
帰
国
し

『
太
宗
実
録
』
巻
百
十
六
、
永
楽

九
年
(
-
四
―
-
）
六
月
乙
巳
(
+
六
日
）
の
条
に
見
え
る
。

内
官
鄭
和
等
使
西
洋
諸
番
国
還
、
献
所
辟
錫
蘭
山
国
王
亜
烈
苦
奈
児
井
其

と
あ
る
よ
う
に
、
錫
蘭
山
王
と
そ
の
家
属
を
捕
虜
と
し
て
帰
国
し
て
い
る
。
こ

れ
は
鄭
和
の
永
楽
七
年
か
ら
永
楽
九
年
ま
で
の
遠
征
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同

実
録
に
よ
れ
ば
、
戦
い
に
お
い
て
錫
蘭
山
側
は
「
潜
発
番
兵
五
万
余
劫
〔
鄭
〕

和
舟
」
と
五
万
の
兵
を
発
し
て
鄭
和
の
船
団
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
鄭
和
は
「
射
率
所
領
兵
二
千
余
由
間
道
急
攻
土
城
、
破
之
」
と
二
千
の

兵
で
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。

天
啓
『
海
塩
県
図
経
』
に
見
え
る
劉
大
の
よ
う
に
「
永
楽
三
年
、
下
西
洋
、

陸
小
旗
、
九
年
、
西
洋
・
錫
蘭
山
谷
檎
王
、
陸
百
戸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
劉
大

は
永
楽
九
年
に
小
旗
か
ら
試
百
等
を
飛
び
越
し
一
挙
に
百
戸
に
昇
進
し
た
の
で

(

9

)

 

あ
っ
た
。
外
地
勤
務
も
加
算
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
永
楽
九
年
の
錫
蘭
山
の
戦

闘
で
功
績
を
挙
げ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

上
述
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
選
簿
に
記
載
さ
れ
た
短
い
戦
闘
の
記

『
明
史
』
や
『
太
宗
実
録
』
に
記
さ
れ
た
記
事
と
も
符
合
す
る
こ
と
は

歴
然
で
あ
る
。

く
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
中
国

鄭
和
「
下
西
洋
」
の
随
行
員
の
事
跡

家
属
。

て
い
る
。
こ
の
記
事
に
関
し
て
の
詳
細
は
、

誌(

1

)

 

れ
る
。

四
五

第
一
歴
史
植
案
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
選
簿
の
量
か
ら
み
て
多
く
の
興
味
深
い

(10) 

史
実
を
発
見
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
今
後
、
組
織
的
な
調
査
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
明
代
史
研
究
者
に
多
大
の
神
益
を
与
え
る
も
の
と
思
わ

鄭
和
に
関
す
る
専
著
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

山
本
達
郎
氏
「
鄭
和
の
西
征
」
『
東
洋
学
報
』
第
ニ
―
巻
三
・
四
号
、
一
九

三
四
年
四
、
九
月
。

朱
契
氏
『
鄭
和
』
三
聯
害
店
、
一
九
五
六
年
十
月
。

橋
本
敬
造
氏
「
鄭
和
の
航
海
ー
そ
の
航
海
法
に
つ
い
て
1
」
「
東
方
学
報

（
京
都
）
』
第
三
九
冊
、
一
九
六
八
年
三
月
。

鄭
鶴
声
氏
『
鄭
和
遺
事
彙
編
』
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
七
0
年
一
二
月
。

家
島
彦
一
氏
「
十
五
世
紀
に
お
け
る
イ
ソ
ド
洋
通
商
史
の
一
鮪
—
鄭
和
遠
征

分
隊
の
イ
ニ
メ
ソ
訪
問
に
つ
い
て
ー
」
『
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
言
語
文
化
研
究
』
第
八
号
、
一
九
七
四
年
。

家
島
彦
一
氏
『
海
が
創
る
文
明
—
イ
ソ
ド
洋
海
域
世
界
の
歴
史
』
朝
日
新
聞

社
、
一
九
九
三
年
四
月
、
「
東
か
ら
の
挑
戦
ー
鄭
和
を
メ
ッ
カ
に
導
い
た
も
の

は
何
か
」
二
四
三
ー
ニ
七
三
頁
。

寺
田
隆
信
氏
『
鄭
和
ー
中
国
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
を
結
ん
だ
航
海
者
』
清
水
書

院
、
一
九
八
一
年
八
月
。

落
中
義
氏
・
王
振
華
氏
『
鄭
和
下
西
洋
』
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
二
年
八
月
。

張
研
氏
『
鄭
和
下
西
洋
』
台
北
・
雲
龍
出
版
社
、
精
典
歴
史
書
系
列
―
二
、

一
九
九
二
年
九
月
。

ル
イ
ー
ズ
・
リ
ヴ
ァ
ツ
ー
ズ
氏
著
、
君
野
隆
久
氏
訳
『
中
国
が
海
を
支
配
し

た
と
き
ー
鄭
和
と
そ
の
時
代
』
新
書
館
、
一
九
九
六
年
五
月
。
原
著
ほ
L
o
u
i
s
e
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でネ～

る。

永
楽
帝
の
世
界
秩
序
再
編
』
中
公
新

宮
崎
正
勝
氏
『
鄭
和
の
南
海
大
遠
征

書
一
三
七
一
、
一
九
九
七
年
七
月
。

(

2

)

『
明
史
』
第
二
十
六
冊
、
中
華
書
局
、
七
六
六
ー
七
七
六
七
頁
。

(

3

)

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
本
、
六
八
五
頁
。

(

4

)

本
書
ほ
百
部
叢
書
集
成
の
紀
録
彙
編
に
よ
っ
た
。
『
国
朝
典
故
』
巻
六
十
二
、

前
聞
記
、
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
四
月
、
中
冊
、
一
四
一
五
ー
一
四
一

六
頁
参
照
。

(
5
3
)

『
中
国
第
一
歴
史
楷
案
館
館
蔵
楷
案
概
述
』
楷
案
出
版
社
、
一
九
八
五
年
六

月
、
三
頁
参
照
。

(

6

)

牧
野
巽
氏
「
明
青
州
左
衛
選
簿
に
つ
い
て
」
（
『
岩
井
（
大
慧
）
博
士
古
稀
記

念
典
籍
論
集
』
大
安
、
一
九
六
一
二
年
六
月
。
『
中
国
社
会
史
の
諸
問
題
牧
野
巽

著
作
集
第
六
巻
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
五
年
十
月
再
録
。

(

7

)

松
浦
章
「
中
国
第
一
歴
史
楷
案
館
所
蔵
『
錦
衣
衛
選
簿
南
京
親
軍
衛
』
に
つ

い
て
」
『
満
族
史
研
究
通
信
』
第
五
号
、
一
九
九
五
年
十
二
月
、
二
六

i
三
三
頁
。

(

8

)

こ
れ
ま
で
武
職
選
簿
を
使
用
し
た
研
究
に
ほ
管
見
の
か
ぎ
り
次
の
も
の
が
あ
る
。

張
鴻
翔
氏
「
明
外
族
賜
姓
続
考
」
『
輔
仁
学
誌
』
第
四
巻
第
二
期
、
一
九
三

四
年
六
月
。

川
越
泰
博
氏
①
「
明
代
女
真
軍
官
考
序
説
ー
『
三
万
衛
選
簿
』
の
分
析
を
通

し
て
—
」
『
史
苑
』
三
八
巻
一
・
＿
一
号
、
一
九
七
八
年
。
②
「
明
代
衛
所
官

の
都
司
職
任
用
に
つ
い
て
ー
衛
選
簿
を
中
心
に
ー
」
『
中
央
大
学
文
学
部
紀

要
』
史
学
科
二
四
、
一
九
七
九
年
。
③
「
明
代
衛
所
官
の
世
襲
状
況
に
つ
い

て
ー
『
衛
選
簿
』
の
分
析
を
通
し
て
ー
」
『
多
賀
秋
五
郎
博
士
古
稀
記
念
論

文
集
ア
ジ
ア
の
教
育
と
社
会
』
不
味
堂
、
一
九
八
三
年
。
④
「
明
代
衛
所
官

の
来
衛
形
態
に
つ
い
て
ー
玉
林
衛
の
場
合
ー
」
『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る

社
会
と
文
化
』
（
岡
本
敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
）
一
九
八
四
年
八
月
。
⑤

「
明
代
衛
所
官
の
来
衛
形
態
に
つ
い
て
ー
西
安
左
衛
の
場
合
ー
」
『
中
央
大

学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
第
三

0
号
、
一
九
八
五
年
三
月
。
⑥
「
明
代
衛
所

の
舎
人
に
つ
い
て
ー
「
衛
選
簿
」
の
分
析
を
通
し
て
1

」
『
中
央
大
学
文
学

部
紀
要
』
史
学
科
第
三
一
号
、
一
九
八
六
年
三
月
。
⑦
「
明
代
衛
所
官
の
借

職
と
世
襲
制
度
」
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
第
三
四
号
、
一
九
八

九
年
。
⑧
「
明
代
優
養
制
の
研
究
ー
衛
所
官
研
究
の
一
節
と
し
て
1

」
『
中

央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
第
三
六
号
、
一
九
九

0
年
二
月
。
⑨
「
靖
難

の
役
に
お
け
る
建
文
帝
磨
下
の
衛
所
官
に
つ
い
て
」
『
人
文
研
紀
要
』
（
中

央
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
第
一
―
号
、
一
九
九

0
年
八
月
。

楠
木
賢
道
氏
①
「
明
朝
の
遼
東
支
配
と
三
万
衛
ー
明
初
の
女
直
軍
官
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
『
史
境
』
九
、
一
九
八
四
年
一
月
。
②
「
明
代
＝
一
万
衛
女
直
軍
官

の
動
向
ー
永
楽
二

0
年
の
開
原
事
変
に
お
け
る
二
つ
の
行
動
。
ハ
タ
ー
ン
を
め

ぐ
っ
て
ー
」
『
史
峯
』
創
刊
号
、
一
九
八
八
年
七
月
。

子
志
嘉
氏
『
明
代
軍
戸
世
襲
制
度
』
台
湾
学
生
害
局
、
一
九
八
七
年
四
月
。

顧
誠
氏
「
談
明
代
的
衛
籍
」
『
北
京
師
範
大
学
学
報
（
社
科
版
）
』
一
九
八

九
年
第
五
期
。

徐
恭
生
氏
「
鄭
和
下
西
洋
典
『
衛
所
武
職
選
簿
』
」
（
『
鄭
和
研
究
』
（
南
京
）

一
九
九
五
年
第
一
期
、
総
第
二
四
期
）
。

松
浦
章
①
「
関
子
鄭
和
下
西
洋
的
随
員
」
『
鄭
和
研
究
』
（
南
京
）
一
九

九
六
年
第
二
期
（
五
月
）
°
②
「
『
武
職
選
簿
』
に
見
る
部
茂
七
の
乱
」
『
満

族
史
研
究
通
信
』
第
六
号
、
一
九
九
六
年
三
月
。

(

9

)

昇
進
の
序
列
と
し
て
一
般
的
に
は
「
指
揮
使
・
指
揮
同
知
・
指
揮
餃
事
・
正
千

戸
・
副
千
戸
・
実
授
百
戸
・
試
百
戸
・
署
百
戸
・
冠
帯
総
旗
・
小
旗
」
が
見
ら
れ

る
。
各
選
簿
及
び
張
徳
信
氏
『
明
朝
典
制
』
吉
林
文
史
出
版
社
、
一
九
九
六
年
一

月
、
四

0
五
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四

0
七
頁
参
照
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(
1
0
)

松
浦
章
「
『
武
職
選
簿
』
に
見
る
部
茂
七
の
乱
」
『
満
族
史
研
究
通
信
』
第
六

号
、
一
九
九
七
年
三
月
、
三
ニ
ー
三
五
頁
。

松
浦
章
「
『
蘇
州
衛
選
簿
』
に
見
る
倭
寇
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所

所
報
』
第
六
六
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
一

i
二
頁
。 四

六
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〔
付
記
〕

（
注
＂
出
典
の
二
『
錦
衣
衛
選
簿
』
は
ニ
ー
一
の
『
錦
衣
衛
選
簿
』
で
あ
る
。
各
簿
冊
の
後
の
数
字
は
、
上
記
の
各
簿
の
掲
載
順
を
示
す
。
中
国
暦
は
判
明
し

た
初
次
の
派
遣
の
み
を
西
暦
に
し
て
示
し
た
。
）

本稿作成に当り『武職選簿』の閲覧を許可された中国第一歴史楷案館に対し末筆乍ら謝意を表する次第ある。
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